
令和○○年度

（ふりがな）

（ふりがな）

２　氏名 （　　　　　　　　　　　　百万円）

（電話　　　　　　　　　　　　　　　　）

15　市（区）町村内 ①

における事業所

等資産の所在地

16　借　用　資　産

（　　　・　無　）

＊該当する項目に〇をつけてください。
十億 百万 千 十億 百万 千 円 十億

自　己　所　有　・　

運搬具

6

・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

償却資産申告書（償却資産課税台帳）

・増減なし
・増減あり
・資産無し
・廃業、解散（　　　　　年　　　月）
・事業継承（　　　　　年　　　月）

評　　価　　額　（ホ）
※　　決　定　価　格　（ヘ）

工具、器具

１６　事業所用家屋の所有区分

装　　置

3 船　　舶

1 構築物

2

4 航空機

5
車両及び

資産の種類

7 合　　計

及び備品

機械及び

※　課税標準額　（ト）
１8　備考（添付書類等）

5
車両及び
運搬具

6
工具、器具
及び備品

7 合　　計

3 船　　舶
③

4 航空機
貸主の名称等

1 構築物

②
2

機械及び
装　　置

資産の種類 取　　　　　　　　　　得　　　　　　　　　　価　　　　　　　　　　額
前年前に取得したもの（イ） 前年中に減少したもの（ロ） 前年中に取得したもの（ハ） 計（（イ）－（ロ）＋（ハ））（ニ）

12　特別償却又は圧縮記帳 有　・　　

13　税務会計上の償却方法 　　　　　 　 ・定額法

（屋号　　　　　　　　　　　　　　　） 14　青　 　色 　　申 　　告 有　・　　

　　　　　　　　　　　

6

9　増 加 償 却 の 届 出 有　・　　
（　　　　局　　　　　　　　　　番）

10　非 課 税 該 当 資 産 有　・　　

11　課 税 標 準 の 特 例 有　・　　

＊ 所　有　者　コ　ー　ド

12345
受付印

静 岡 県 湖 西 市 長

所
　
有
　
者

8　短縮耐用年数の承認 有　・　　
１　住所

又は課税通
知書送達先

はまなこ

浜名湖株式会社
こさいたろう

代表取締役 湖西太郎

法人にあっ

てはその名

称及び代表
者の氏名

4 事 業 種 目

（資本等の金額）

5 事業開始年

この申告に応答する

者の係及び氏名

7 税理士等の氏名

４３１－０４３１

湖西市吉美３２６８番地

該当する方に○

１４,３２５,０００

２３,１００,０００

１１,５７２,０００

０

０

４９,３２１,０００

３２４,０００

１５,４５５,０００

４,１２５,０００

２４,４７０,０００

１１,１４６,０００

０

３２４,０００

５１,３９５,０００

記入不要
(※自社の電子計算機を利用し申告される方は記入）

１,５２０,０００

５３１,０００

２,０５１,０００

１,１３０,０００

２,８９０,０００

０

（イ）
前年より前に取得した
資産額を記入
※前年以前に申告済の方は

印字あり

（ロ）

前年中に減少した資産

額を記入

（ハ）
前年中に取得した資産
額を記入

（ニ）
（イ）－（ロ）＋（ハ）＝（ニ）
の計算額を記入

自動車部品製造

S５０年 ４月

経理 湖西花子

鷲津税理士事務所 税務次郎
（電話 ５７６ - １２１７） 無

無

無

無

無

無

定率法

湖西市吉美3268番地

有
（株）鷲津リース パソコン

該当する方に○ 借 家

該当する方に○

住所・氏名を記入
※印刷されている住所・

氏名に変更があった

場合は修正
※ふりがなを忘れずに

付すること

令和○○年 ○月 ○日

申告手続きを税理士
等が行っている場合に
記入

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

※色づけされた部分にご記入願います。記入例

１０５，０００

該当する項目に〇
※課税標準の特例に該当す
る資産を新たに所有された場
合はその旨を記載し、申請書
や認定書の写しなど、内容を
証明する資料を添付して提出

3 個人番号又は

法人番号

押印
不要



複写用紙

＊ ＊ 枚のうち

枚　　目

（イ） （ハ） ※ ※

年

号

十億 百万 千 円 十億 百万 千 円

申告漏れ

注意「増加事由」の欄は、１新品取得、２中古品取得、３移動による受入れ、４その他　いずれかに○印を付けてください。

令和　○○年度

増
加
事
由

0 5 0 6

0 4 0 8

1

1

所　　有　　者　　名

摘　　要

月
コード

耐
用
年
数

1

1

5

5

2

6

　旋盤

　机

0 0 0

１９

１７

１５

１４

１１

１２

２０ 0． １・２

３・４

小　　計

0． １・２

３・４

１８ 0． １・２

３・４

１・２

３・４

0． １・２

３・４

１６ 0． １・２

３・４

0．

0． １・２

３・４

0． １・２

３・４

１・２

３・４

0．

０２

０３

０４

０６

０５

１３

１・２

３・４

0． １・２

３・４

０７

０８

１０ 0．

0．

0． １・２

３・４

１・２

３・４

０９ 0． １・２

３・４

0． １・２

３・４

5
○○株式会社

種類別明細書 （増加資産 ・ 全資産用）

年

0． １・２

３・４

0 8

所　　有　　者　　コ　　ー　　ド

課 税 標 準 額

1 2 3 4

　緑化施設 0．

0．

１・２

３・４

１・２

３・４

0．

0．

１・２

３・４

１・２

３・４

取　得　価　額 価　　　　額

減
価
残
存
率 率

21

数
　
量

資　　産　　の　　名　　称　　等資 産 コ ー ド

資
産
の
種
類

行
番
号

取 得 年 月

0 3 2 01０１ 5 0 51

課税標準

（ロ）

１１３００００

２８９００００

１０５０００

４１２５０００

記入不要
記入不要

(※自社の電子計算機を利用し

申告される方は記入）

◆取得年月◆

（例） 令和5年6月取得の場合

↑
年号・・・ 令和→ “５” を記入

平成→ “４” を記入

◆増加事由◆

１．新品取得

２．中古品取得

３．移動による受入れ
４．その他

のいずれかに○

*その他の場合は、摘要欄に詳細を記入

◆資産の種類◆

１．構築物及び建築附属設備

２．機械及び装置

３．船舶

４．航空機

５．車両及び運搬具

６．工具・器具及び備品

のうちのいずれかの番号を記入

※色づけされた部分にご記入願います。記入例

◆所有者コード◆

償却資産申告書の右上に印字

してある所有者コードを記入

５ ０５ ０６

◆耐用年数◆

・法定耐用年数を記入

・中古資産について、見積り
耐用年数による場合は
その耐用年数を記入

記入不要（自社の電子計算機を利用し申告される方は記入）


